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　アジア･太平洋戦争の敗戦とともに日本の植民地統治は終焉したが、
敗戦国となり、自動的に植民地が失われたことは、旧植民者としての自
覚や責任感を弱め、日本人の帝国意識が継続する要因となった。本発表
では、作家野上弥生子 (1885-1985) の戦後初期の作品を分析することで、
このような意識と文学作品の関係性を提示することにしたい。先ず
1940 年代の作家活動を辿りつつ、野上の仕事がどのように進展していっ
たかを検証する。次いで戦時期から戦後までの随筆、評論を取り上げな
がら、西洋近代の秩序原理に基づく発想と植民地主義の連続性を確認す
る。2節では 1941 年から 1947 年にかけて発表された、北軽井沢を舞
台とする一連の小説｢北軽もの｣を概観する。このなかで 1947 年に発表
された 3作品について、第 3節、第 4節で作品分析を行う。特権階級、
民主主義、国民化、他者、植民地台湾、というさまざまな主題を扱いな
がら、近代主義と植民地主義が内在化された野上の戦後初期の作品を読
み解いていく。

 聖なる植民地
  ―作家野上弥生子と北軽井沢大学村

（1時間程度を予定）


